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巨大数・微小数を処理する算術システム

総合情報学部情報科学科 中村研究室
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１．研究の目的 

　単なる四則演算でも扱う数が巨大（あるいは微小）な場合，現在のコンピュータに装備されているALUでは処理できない。典型的な例として，大きな整数
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に対する２項分布
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の確率関数
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や分布関数
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の計算がある．大きな数の計算は通常の計算機の算術システムでは処理できない。これらの計算ができる市販ソフトとしては数式処理ソフト(マセマティカ，メイプル等)がある。しかし，これらのソフトは個人にとっては高価である。個人が所有できるパソコンは安く市場に出回り，また，パソコンの処理速度などの機能向上により，高価なソフトウェアや近似法を使わず直接計算できる環境が整ってきた．このことが動機となって，我々は通常の計算機の算術システムでは処理できない巨大数・微小数が処理できる算術システムの研究・開発に取り組んでいる． 

２．研究の特徴 

通常の算術をもつ実数の集合
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とは異なる算術を持つ数の集合
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を代数的に構成している。集合
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の算術をモグラ算術という。

　　　　　　　通常の算術　　同型　　モグラ算術
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モグラ算術は通常のＣ言語で実装できる。モグラ算術を用いると巨大数・微小数を処理できる。従って，オーバーフロー・アンダーフローが起こりにくい。モグラ算術システムは現在構築中である。
●　通常の言語（Ｃ言語等）によるモグラ算術の実現が可能

●　巨大数・微小数の処理が可能。

３．応用の可能性

　我々は、モグラ算術を実装した算術システムの研究・開発を推進している。本フォーラムではモグラ算術を２項分布の確率関数や分布関数の値の計算に応用した例を紹介する．これまでに知られている近似方法で計算した値とモグラたたき法で計算した値の精度の比較をした結果，標本の大きさが１億より小さいときは，計算精度や計算時間から判断して，２項分布の確率関数や分布関数の値をモグラたたき法で計算する方法は有効であることが示せた．正確な２項分布関数の値とPeizer-Prattの近似式を用いて，従来とは逆に２項分布関数の値から正規分布関数の値を計算するということも可能である。
· 種々の確率分布に対する確率計算ソフト（アルゴリズム）の開発・実装

· 一般の数値計算への適用・応用
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